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縄文後晩期の北部九州における低湿地遺跡と生業

水ノ江 和同（福岡県国立博物館対策室）

北部九州は、稲作農耕文化がいち早く取り入れられ根付いた地域として広く知られている。したがっ

て、それに先行する縄文後晩期についても、西日本の中では集落遺跡の調査事例が傑出して多いだけ

に、低湿地遺跡やそこから復元する生業の実態もかなり明らかな地域として思われがちである。しか

し実際には、低湿地遺跡はドングリ貯蔵穴にほぼ限られ、生業の実態もよくわかっていない。

こうした中、山崎純男は、①後期初頭に急増するドングリ貯蔵穴は後期後半以降低調になる、②後

期後半から土掘り具としての扁平打製石斧が急増する、③伐採具である磨製石斧は後期後半から急増

する、④稲作に関連する打製石鎌・打製石包丁・籾圧痕土器は後期後半から出現する、⑤畑小屋（出

作小屋）とされる小規模集落遺跡が後期後半から丘陵上に構築される、といった主に５つの理由によ

り、後期後半を境として、植物質食料の対象が堅果類から焼き畑による根茎類等へと変わっていき、

その主体がイネである可能性を提示した。このことは、北部九州の弥生時代を特徴付ける水田稲作の

受容と展開が、従来より言われている突発的かつ急激なものではなく、その前段階として丘陵上に展

開した焼き畑の存在を通して、比較的スムーズかつ発展段階的にそれが進行したことを想定した見解

として大いに注目されよう。

なお、この後晩期における北部九州の集落構造についてふれておきたい。後期集落は低位河岸段丘

上に立地し、当初１～２軒の円形住居が次第に増えて３～４軒となった段階で大きく２群に分かれ、

その後徐々に衰退していくパターンが一般的である。これに対し晩期の集落は丘陵の縁辺部に立地

し、一辺３～４mの方形住居が相当な数で切り合うようになる。したがって、後期集落と晩期集落

が同一遺跡で検出されることはほとんどなく、むしろ晩期集落については弥生時代初頭期の集落と連

続する傾向にある。このような遺跡立地の変化は、生業内容の変化に直結している可能性が高いだけ

に、山崎の指摘が大いに参考になるが、山崎の指摘する生業の画期が後期後半であるのに対し、この

集落の立地や構造の画期についてはまさに後期と晩期の境界付近に位置づけられるために、この差を

どのように見るかが今後の課題となろう。

さて、実際の低湿地遺跡の遺構を見ると、冒頭でも述べたようにほぼドングリピットと呼ばれる低

湿地型貯蔵穴に限られる。九州では、縄文前期に出現し、後期初頭に至って量的なピークを迎え、そ

の後減少しながらも弥生時代まで連綿と存続する。ここで問題になるのがその内容物で、ドングリと

いってもイチイガシがその９５％以上を占める。イチイガシはアク抜きを必要としないドングリの一つ

であるだけに、九州の縄文時代遺跡からはいまだ水晒し遺構は検出されていない。しかし、アク抜き

を必要とするアカガシが内容物の主体となる弥生時代遺跡からは、九州でも水晒し遺構が検出されて

おり、ドングリの種類による調理方法の違いを見ることができる。

この低湿地型貯蔵穴と集落との関係については、両者がいまだ同一遺跡で確認された例がないだけ

に、生業についてもこれ以上多くを語れないが、やはり今後は狩猟や漁撈を含めた総合的な生業復元

を追究する必要があろう。
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表１ 北部九州における縄文時代低湿地型貯蔵穴一覧

第１図 北部九州の主要低湿地型貯蔵穴分布図
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１．明青灰色砂質土
２．暗褐色粘質土
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ａ．暗緑灰色砂質シルト
ｂ．茶褐色粘質土
ｃ．緑灰色砂質土
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